
令和４年度 区長と語る会 所管割当表 

地区 木崎地区 
開催日時 7 月 22 日（金）15:00～17:00 松潟屋 

区分 番号 要望等 所管課 関連質問 

協議 
 新たなる新潟市コミュニティバスの配置に

ついて 
地域総務課 R3 同様 

要望 1 
「青年が活躍し，生活してみたいと思う北

区を実現のための方策」を望む 
地域総務課 

 

連絡 2-1 
芋黒の木崎球場脇から尾山の○○までの砂

利道（市道）に凸凹が有り、グレーダーで

直してもらいたい 
建設課 

 

連絡 2-2 

木伏から特別養護老人ホーム「愛宕の園」
迄の脇川、新発田川の土堤の道路の脇の笹
竹の伐採のお願い。 
笹竹が伸びてきて見透しが悪く、通行にも

支障が有り交通事故も起きている。 

建設課 

 





  

令和４年度 区長と語る会 照会帳票 
 
【コミュニティ木崎村】 
 
【協議 ・ 要望 ・ 連絡 】事項 

※所管課：北区地域総務課 
【協議・要望・連絡等】 

『新たなる新潟市コミュニティバスの配置について』 
 
今現在、新潟市では、９９のコミュニティ組織が発足して活動しております。去る

３月２２日に新潟市地域活動推進フォーラム 『持続可能なコミ協運営に向けて』が開

催されました。私はリモート会場であります『豊栄地区公民館 第 1・2 研修室』で

参加させていただきました。 
コミュニティ木崎村は発足して２２年目で有り、年間の活動等が決まっていますが、

まだ発足したばかりで何をやっていいか分からないコミ協とか、各自治会活動に毛が

生えたばかりのコミ協等が多くあると感じました。 
北区コミ協の発展は、コミュニティ活動に大変協力的だった旧豊栄時代の○○市長

のおかげで、ほぼ最初の段階でコミュニティバスが有り、活発に活動が出来た効果が

大変大きかったと思っているところであります。 
 今、新潟市が抱えている諸問題であります人口減少、少子超高齢化、認知症予防、

健康寿命の延伸等々の対策として、９９のコミュニティ組織を活性化し、発展させる

ことは大変重要であると思っています。その一環として昨年度廃止になりました北区

コミュニティバスを新たに新潟市コミュニティバスと言う事で、各区に配置していた

だきたく、ご要望致します。 
【回答】 

コミュニティバスについては，導入から 20 年が経過し，故障の発生や運行の確実

性・安全性が担保できなくなったため，昨年度末で廃止しました。 

ご指摘のとおりコミュニティの活性化や発展は全市共通の課題であると認識してい

ます。 

引き続き，各区の状況の把握や全市的な施設の再編状況なども踏まえ，皆さまとも

意見交換していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和４年度 区長と語る会 照会帳票 
 
【木崎地区・尾山団地第二自治会】 
【協議 ・ 要望 ・ 連絡 】事項１ 

※所管課：地域総務課 
【要望・質問】 
「青年が活躍し、生活してみたいと思う北区を実現のための方策」を望む。 

新潟市は年々人口減少を続け 2040 年には、68 万人程度となる。80 万人の政令指定

都市からの減少は続いている。 

 北区の人口統計で、今年度は 72,100 人。年齢別にみると以下のグラフになる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北区では、新潟市全体の人口ピラミッドと比較すると三角形の部分が落ち込んで

いる。いかに 20 歳～40 歳の前半の構成比を増加させるかが地域の活性化に直結する

と考えられる。 

北区には 2つの私立大学があり 4000 人程度の学生が在籍している。毎年 1,000 人

程度入学していることになる。 

高校卒業し北区から県外大学等へ進学就職する人数が北区に転入する人数を上回

っているのが現状と予想される。 

以上のことから、青年が北区に魅力を持ち、学業や仕事に対して情熱を持てる環

境をつくるための特色ある重点施策を要望する。 

 

 

 

 

 

 

 

 



※【回答】 

 

現在、「区ビジョンまちづくり計画」という区が目指す目標、それに向けた取り組

みなどをまとめた計画（令和 5 年度～12年度）の策定に向け、検討しています。 

北区でも若年層の流出が多く、今後のまちづくりにとって重要な課題としてとら

えています。 

そのため、令和 5 年度以降の区ビジョン基本方針の中で、「若い力を活かし、大学

などと連携を深めながら、住み続けたくなるまちを目指します。」と掲げ、具体的取

り組みを区職員で検討しています。 

また、5 月には北区内中学生・高校生に「北区の魅力・足りないと思うもの（こと）・

こんなまちになってほしい。」という内容でアンケートを実施しました。 

6 月には、新潟医療福祉大学、新潟食料農業大学の学生と区職員で、北区の未来を

考える意見交換会を実施し、住み続けたくなるまちになるために、「なにを取り組ん

でいったらいいか。その取り組みに、大学生としてどう関われるか。」について、意

見をいただきました。 

これらの意見も参考にしながら、若者にとって北区が魅力あるまちとなるよう取

り組みの検討を進めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※は区役所で記載します 
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【木崎地区・尾山自治会】 
【協議 ・ 要望 ・ 連絡 】事項 ２－１ 

※所管課：北区建設課 
【協議・要望・連絡等】 
 
芋黒の木崎球場脇から尾山の○○までの砂利道（市道）に凸凹が有り、 
グレーダーで直してもらいたい。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【回答】 

 ご連絡ありがとうございました。現地を確認し６月中旬に作業をいたしました。 

 路面が凸凹となり通行の支障となりましたら、建設課までご連絡ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

令和４年度 区長と語る会 照会帳票 
 
【木崎地区・尾山自治会】 
【協議 ・ 要望 ・ 連絡 】事項 ２－２ 

※所管課：北区建設課 
【協議・要望・連絡等】 
 
木伏から特別養護老人ホーム「愛宕の園」迄の脇川、新発田川の土堤の道路の脇の

笹竹の伐採のお願い。 
笹竹が伸びてきて見透しが悪く、通行にも支障が有り交通事故も起きている。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【回答】 

 ご連絡ありがとうございました。現地を確認し６月中旬に除草いたしました。 

 草が繁茂し通行の支障となりましたら、建設課までご連絡ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


